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暦の上では秋を迎えましたが、厳しい暑さが続いております。皆さまにおかれましてはいかが

お過ごしでしょうか。

東北大学理学部長・理学研究科長の都築 暢夫です。

平素より本学の教育・研究活動に対しまして、格別のご理解とご支援を賜り、誠にありがとう

ございます。

大学は前期の試験期間を終え、学生たちは待ちに待った夏休みを迎えております。帰省や旅行

を楽しむ者、集中講義や研究活動、ボランティア活動に励む者など、それぞれが時間を有意義

に使い、一回り大きくなってキャンパスに戻ってくる姿を楽しみにしております。

さて、この夏も本学の魅力を伝えるさまざまなイベントを開催いたしました。7月29日（水）・3

0日（木）の2日間にわたり開催した「東北大学オープンキャンパス2026」には、2日間で7,891

名の方々にお越しいただきました。また、8月8日（土）には理学部主催の「ぶらりがく for ハ

イスクール@オンライン」を開催し、こちらも多くの高校生の皆さまにご参加いただくことが

できました。猛暑の中、またお忙しい中でのご参加、ならびに開催にあたってのご支援に心よ

り御礼申し上げます。

これからも、ホームページや本メールマガジンを通じたタイムリーな情報発信に努めてまいりま

す。

まだまだ暑い日が続きますので、どうぞご自愛ください。

今後とも東北大学理学部・理学研究科へのご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。



column　理学部・理学研究科同窓会による寄稿・コラム連載。
東北大学理学部生物学科同窓会の活動

東北大学理学部生物学科同窓会　世話人一同

1.イベントのご案内

2.理学部・理学研究科YouTube

3.最近の研究トピックス（プレスリリース・研究成果から）

理学部生物学科の同窓会は「東北生物学同窓会」という名前で活動しておりましたが、1990年

代から2000年代にかけては事実上休止しておりました。2011年に渡辺彊先生が活動を再開さ

せ、「同窓会便り」を年一回発行し、会員からの寄稿文を掲載していましたが、2023年3月を最

後に発行を終了いたしました。

以降は、コネクト・リガク上でのオンライン集会とFacebookを用いた活動をしています。コネ

クト・リガク上ではオンラインの総会を開催しています。2023年の総会で、同窓会名を「東北

大学理学部生物学科同窓会」に変更しました。

なお、今年の生物学科同窓会総会（オンライン）は、11月14日（土）13時～コネクト・リガク

内で開催予定です。前後の時間帯でオンライン同窓会も開かれますので、皆さまお誘い合わせ

の上、ぜひご参加いただけますと幸いです。

⽣物学科同窓会Facebookでは、世話⼈の⼤草芳江（2005年3⽉卒）が同窓会関連の記事を更新



しております。同窓生の皆さまからも同窓会関連記事を随時募集しておりますので、掲載ご希望

の方は、原稿を世話人のメールアドレス（graduates-biology@grp.tohoku.ac.jp）までご連絡く

ださい。

このほか、同窓会運営に関するご意見やご要望等もぜひお寄せいただけますと幸いです。どう

ぞよろしくお願いいたします。

東北大学理学部生物学科同窓会：

https://www.facebook.com/profile.php?id=61560810210428

＜同窓会連絡先＞

graduates-biology@grp.tohoku.ac.jp

（世話人の渡辺彊・田村宏治・彦坂幸毅・大草芳江に届きます）

1.イベントのご案内
これから開催される東北大学関連イベントをご紹介します。

2026年11月14日(土) 第6回 開催決定！！
「コネクト・リガク」は、理学萩友会（理学部・理学研究科全体同窓会）の同窓会イベントです。

会員（理学部・理学研究科で学んだ全ての卒業生、現役の学生、現旧教職員、名誉教授等）で

あれば、どなたでもご参加いただける企画として開催しております。昨年度は259名の方々にご

参加いただき、参加者の声（アンケート）では、約9割以上の方々より「満足」との評価をいた

だきました。

オンラインで実施し、記念講演会やZOOMによるオンライン同窓会「交流の場」等、さまざま

な企画をご用意しております。当日、参加者の皆さまには、ご自身のパソコンやスマートフォン

等から「特設イベントページ（今後随時更新）」にアクセスのうえ各コンテンツにご参加（視

聴）いただきます。

・第1部 開幕イベント　記念講演会　10：00～11：15
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・第2部 オンライン同窓会「交流の場」　11：30～17：00

＞ 詳しくはこちら

【Web,現地】第63回自然災害科学総合シ

ンポジウム（9.26開催）
日 時：2026年9月26日（土）14:00-17:00（終

了予定）

会 場： 東北大学災害科学国際研究所 多目的ホ

ール

＞ 詳しくはこちら

【Web, 現地】市民公開講座：ノーベル

賞受賞者特別講演会 光で「一瞬」を見

る、つくる、ひらく（9.30開催）
日 時：2026年9月30日（水）17:00-19:00

会 場： 仙台メディアテーク1Fオープンスクエ

ア

＞ 詳しくはこちら

２.理学部・理学研究科YouTube
理学研究科YouTube チャンネルからピックアップしてご紹介します。

2026年度オープンキャンパス模擬講義から、佐藤修正 教授（生物学科）「ゲノムに刻まれた歴史

を紐解く」です。ぜひご覧ください。

3.最近の研究トピックス（プレスリリース・研究成果から）
2026年6月～8月に理学研究科から発表した 研究トピックスをご紹介します。

2026年6月10日

深発地震とプレート弱化、2つの謎を世

界で初めて統一的に解明― 相転移ナノ粒

子が支配する地下600kmの岩石変形メカ

2026年6月17日

天文学新時代へ！ 宇宙論的距離における

マルチメッセンジャー天文学の新たな展

開 ―重力レンズ効果が解き明かした、約
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ニズム ―
＞ 詳しくはこちら

110億年前の爆発的な星形成活動とニュ

ートリノのつながり―
＞ 詳しくはこちら

2026年6月18日

巨大磁気嵐が地球大気由来の酸素イオン

を宇宙へ大量輸送 地球近傍でO+が90%

以上を占める極端状態と新たな供給メカ

ニズムを発見

＞ 詳しくはこちら

2026年6月23日

鉛フリーペロブスカイトで巨大光電流－

強誘電性を活用する環境調和型光電変換

材料の実現に道－

＞ 詳しくはこちら

2026年6月23日

「赤と緑はなぜ見分けられるのか」霊長

類色覚の分子構造を解明 ～赤・緑錐体視

物質の構造を原子レベルで決定、30ナノ

メートルの謎に迫る～

＞ 詳しくはこちら

2026年6月23日

スーパーカミオカンデが超新星背景ニュ

ートリノの兆候を捉える ― 宇宙の歴史に

刻まれた「かすかなささやき」の手がか

り ―
＞ 詳しくはこちら

2026年6月24日

無重力下の触覚刺激の減少が神経・筋の

機能の低下や老化ダメージの増加を引き

起こす -若田宇宙飛行士が「きぼう」で

実施した線虫実験により実証-
＞ 詳しくはこちら

2026年6月29日

不安定で作れなかった「ホウ素版グラフ

ェン」を3次元結晶の表面で実現― 次世

代量子材料開発の加速が期待される新し

い設計手法 ―
＞ 詳しくはこちら

2026年7月7日

トカラ列島近海の群発地震に同期する地

殻変動を発見 ―非地震性すべりが2025年

群発地震を引き起こした可能性―
＞ 詳しくはこちら

2026年7月7日

地震データで火山の「信号機」 ―噴火の

切迫度を準リアルタイムで評価― ～性質

の異なる世界の火山で初めて系統的に検

証、衛星観測と同等の的中率～

＞ 詳しくはこちら

2026年7月7日

＼銀河の"最深部"の動きをX線で追う！

／ ブラックホール時空に振り回される物

質たち ― 一般相対性理論が予言するガ

2026年7月8日

南極12mテラヘルツ望遠鏡計画が切り拓

く新たな銀河研究

＞ 詳しくはこちら
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ス円盤の歳差運動の兆候を掴む ―
＞ 詳しくはこちら

2026年7月10日

ナノ厚の非磁性体が超伝導を抑制する現

象を発見 －磁石を用いない次世代超伝導

デバイスの基盤技術として期待－

＞ 詳しくはこちら

2026年7月10日

配位子設計で金ナノクラスター触媒の常

識を覆す ―低温で活性化する高性能触媒

の開発に成功―
＞ 詳しくはこちら

2026年7月14日

酸化物界面における「隠れた電荷移動経

路」を特定 －従来の半導体物理では考慮

されていなかった界面における「化学結

合ネットワーク」の重要性を実証－

＞ 詳しくはこちら

2026年7月14日

マグマ中での結晶生成の電子顕微鏡直接

観察に成功 ―高数密度ナノ結晶は地表付

近で核形成―
＞ 詳しくはこちら

2026年7月27日

ブラックホールの「爆風」、30万光年先

まで到達 ―想定の100倍超のエネルギー

を発見―
＞ 詳しくはこちら

2026年7月28日

最大の大量絶滅の原因は？：水銀同位体

比から新たな証拠

＞ 詳しくはこちら

2026年7月29日

光で新しい秩序が生まれ、物質状態が変

わる過程を観測 －金属―有機構造体（M

OF）が拓く非平衡材料科学の新展開－
＞ 詳しくはこちら

2026年8月3日

炎症の"スイッチ"を入れる新たな仕組み

を発見 ―パイリンが関与する"過剰な炎

症"とヒト疾患の背景を明らかに―
＞ 詳しくはこちら

2026年8月5日

光子ビームで反Ｋメソンを含む原子核の

観測に初成功 ―中性子星の謎などに迫る

新たな観測―
＞ 詳しくはこちら

2026年8月19日

可視光とニュートリノで探る超新星にお

ける粒子加速の可能性

＞ 詳しくはこちら

2026年8⽉20⽇
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分子アンテナにより光スイッチを高感度

化 ―スマート材料・光医療への応用に期

待―
＞ 詳しくはこちら

理学教育研究支援基金

理学部・理学研究科の教育研究のため

ご支援をお願いします

詳細は こちら

最後までお読みいただき、ありがとうございました。本メルマガでは、皆さまに気軽に楽しん

でいただけるような内容を心掛けております。差し支えなければ、今後も引き続きメルマガを

お楽しみいただければと存じます。

個人情報の取得については、 プライバシーポリシーをご確認ください。

もしメルマガの送信を希望されない場合は、 ［購読登録・解除］をご確認ください。

［配信元］

東北大学理学部・理学研究科 広報・アウトリーチ支援

室

〒980-8578 仙台市青葉区荒巻字青葉6-3

E-mail：sci-koho@mail.sci.tohoku.ac.jp

［購読登録・解除］

メール配信の停止をご希望の方は、お手数ですが こち

らからお手続きください。
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